
　
市
議
会
に
送
っ
て
い
た
だ
き
40
年
に
な
り

ま
す
。
コ
ロ
ナ
感
染
爆
発
に
よ
る
医
療
破
壊

の
も
と
で
、
多
く
の
命
が
救
え
な
く
な
っ
て

い
ま
す
。

　
今
こ
そ
、
命
が
一
番
大
切
、
く
ら
し
を
守

る
政
治
へ
と
力
を
合
わ
せ
ま
し
ょ
う
。
大
阪

府
内
で
一
番
の
摂
津
の
財
政
力
を
市
民
の
く

ら
し
に
生
か
せ
と
が
ん
ば
り
ま
す
。
ご
支
援

を
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

何よりも命最優先の政治へ

①国保料の値下げ
②水道料金値上げ計画の撤回と減免 
③自校方式の中学校給食を早く
④全学年で35人学級を
⑤全市的なバスなど交通便利なまちに

の重点公約 かかる費用は約９億円で
一般会計約343億円の2.6％。
市の基金（貯金）は、150億円で
十分実現可能です。

ぶれずに、がんばる

医療も、検査も、補償もしない
無為無策の政治を変えましょう

発がん性PFOA汚染の調査と対策を
企業団体献金・政党助成金 受け取らず

プロフィール
1949年長崎生まれ。71歳。長崎造船大学（現長崎総合
科学大学）卒業。設計事務所を自営後1981年市議初
当選。市議会副議長、市監査委員、千里丘ビューハイツ
管理組合理事長、地域子ども会ソフトボール監督、香
和自治会顧問など歴任、防災士。現在、市議10期目、総
務建設常任委員長、駅前等再開発特別委員、香和自治
会防災委員。
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